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（National Aeronautics and Space Administration：
NASA）、そして運輸省といったグループと、左上
に配置された保健福祉省（Department of Health 
and Human Services：DHHS）、NSF、 農 務 省
（Department of Agriculture）等のグループに大き
く分けることができる（なお、DHHS の研究開
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DOD 72,916 68,291 (6.3%΅) 
DHHS 31,377 32,046 (2.1%ቌ) 
DOE 10,811 12,739 (17.8%ቌ) 
NASA 11,315 11,605 (2.6%ቌ) 
NSF 5,636 6,148 (9.1%ቌ) 
 1,254 2,682 (113.9%ቌ) 
 2,331 2,523 (8.2%ቌ) 
 481 1,374 (185.7%ቌ) 
 1,160 1,172 (1.0%ቌ) 
 820 963 (17.4%ቌ) 
 921 943 (2.3%ቌ) 
 568 560 (1.4%΅) 
 397 352 (11.3%΅) 
ࡐࡡ௙ 925 1,376 (48.8%ቌ) 
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6
究教育促進支援統合プログラム（Integrated NSF 
Support Promoting Interdisciplinary Research 
and Education - INSPIRE）」に改編された。2014
年度予算案においては 2012 年度の CREATIV の













り行われるが、トラック 2 および INSPIRE 長官
賞についてはブルーリボンパネルにより行われ
る。支援規模は、トラック 1 が最高 100 万ドルで
30 ～ 40 件を採択、トラック 2 が最高 300 万ドル
で 10 ～ 15 件を採択の予定である（いずれも期間








2012 年度当初予算額である 750 万ドルから、3 倍

























技術研究所（National Institute of Standards and 











　以下においては、行政管理予算局（Oﬃ  ce of 
Management and Budget：OMB） が 発 行 す る
2014 年度の大統領予算案に加え、科学技術政策










（Creative Research Awards for Transformative 








　同プログラムは 2013 年度にこの CREATIV プ
ログラムの継続部分を取り込み、「NSF 学際的研
3 2014年度予算案において注目される研究開発プログラム
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援する Innovation Corps Site 等のプログラムも
併せて実施されている。
（2）国立衛生研究所（NIH）
 ○ 国立トランスレーショナル科学先進センター 　
      （NCATS）5）
　国立トランスレーショナル科学先進センター
（National Center for Advancing Translational 
Sciences。以後、NCATS）は、2014 年度の予算
案 の 額 が 6 億 6570 万 ド ル で、2012 年 度 の 5 億
7430 万ドルから 16% という大幅な伸びとなって
いる。









シ ョ ナ ル 科 学 活 動（Clinical and Translational 











を実施しているが、科学局（Oﬃ  ce of Science）に
よる大学等への研究支援プログラムとは別の、
注目すべきプログラムとしてエネルギー高等研究




































育高等研究計画局（Advanced Research Projects 



















Research Project Agency: ARPA）。
　現在、DARPA は国防科学、情報イノベー
ション、マイクロシステム技術、戦略技術、戦
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と、3） 現在および未来における DARPA の堅
固で力強いミッションの遂行を確かなものと




　2014 年度予算案の額は、対 2012 年度比約




210 人で、うち 95 人がプログラムマネージャー
である。プログラムマネージャーは、企業、大













　NSF の I-Corps と NIH の NCATS はともに将来
の実用化を念頭に置いた枠組みである。ただし、
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